
令
和
七
年
（
二
〇
二
五
）
三
月
二
十
七
日
発
行

『
大
倉
山
論
集
』　
第
七
十
一
輯
抜
刷

（
公
益
財
団
法
人
　
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
）

日
本
女
子
大
学
創
立
者
・
成
瀬
仁
蔵
と
六
代
森
村
市
左
衛
門 

　
　
―
森
村
豊
明
会
に
よ
る
支
援
―

片
　
桐
　
芳
　
雄
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日
本
女
子
大
学
創
立
者
・
成
瀬
仁
蔵
と
六
代
森
村
市
左
衛
門
（
片
桐
）

日
本
女
子
大
学
創
立
者
・
成
瀬
仁
蔵
と
六
代
森
村
市
左
衛
門 

　
　
―
森
村
豊
明
会
に
よ
る
支
援
―

片　

桐　

芳　

雄

　
　

目　

次

　

は
じ
め
に

一　

成
瀬
仁
蔵
（
一
八
五
八
―
一
九
一
九
）

二　

森
村
市
左
衛
門
（
一
八
三
九
―
一
九
一
九
）

三　

成
瀬
仁
蔵
と
森
村
市
左
衛
門
と
の
出
会
い

四　

成
瀬
仁
蔵
と
森
村
市
左
衛
門
と
の
関
係
深
化

五　

教
育
学
部
開
設
へ
―
森
村
豊
明
会
の
全
面
的
支
援

六　

森
村
市
左
衛
門
と
日
本
女
子
大
学
校

七　

森
村
市
左
衛
門
死
去
（
一
九
一
九
・
九
・
一
一
）

　

お
わ
り
に
―
成
瀬
仁
蔵
と
森
村
市
左
衛
門
を
結
び
つ
け
た
も
の
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七
十
一
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令
和
七
年
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は
じ
め
に
―
日
本
女
子
大
学
と
森
村
市
左
衛
門

　

一
九
七
四
年
か
ら
一
九
八
一
年
、
日
本
女
子
大
学
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
成
瀬
仁
蔵
著
作
集
』
全
三
巻
は
、
日
記
・
書
簡
を
含
む
本
文
が

全
二
九
〇
四
頁
に
な
る
が
、
そ
こ
に
登
場
す
る
人
名
で
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
次
い
で
二
番
目
に
多
い
の
は
森
村
市
左
衛
門
で
あ
る（

（
（

。

　

ま
た
『
日
本
女
子
大
学
成
瀬
記
念
館
収
蔵
資
料
目
録
１
』（
日
本
女
子
大
学
成
瀬
記
念
館
、
二
〇
一
四
年
）
に
よ
れ
ば
、
成
瀬
仁
蔵
宛

の
書
簡
数
で
最
も
多
い
の
は
、
森
村
市
左
衛
門
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
森
村
市
左
衛
門
と
成
瀬
仁
蔵
（
及
び
日
本
女
子
大
学
）
と
の
関

係
が
、
き
わ
め
て
深
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
成
瀬
仁
蔵
や
日
本
女
子
大
学
と
関
係
し
た
人
物
と
し
て
は
、
渋
沢
栄
一
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
た
し
か
に
、
帰

一
協
会
の
設
立
と
活
動
、
文
部
省
の
諮
問
機
関
・
教
育
調
査
会
で
の
協
力
、
さ
ら
に
は
成
瀬
没
後
の
日
本
女
子
大
学
校
第
三
代
校
長
へ
の

就
任
な
ど
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
以
下
述
べ
る
よ
う
に
、
日
本
女
子
大
学
の
教
育
そ
の
も
の
に
お

い
て
は
、
森
村
と
成
瀬
と
の
関
係
は
ヨ
リ
深
い
も
の
が
あ
っ
た
、
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

な
お
、
引
用
文
は
常
用
漢
字
と
し
、
カ
タ
カ
ナ
は
ひ
ら
が
な
に
改
め
た
。

一　

成
瀬
仁
蔵
（
一
八
五
八
―
一
九
一
九
）

　

成
瀬
仁
蔵
は
、
長
州
藩
周
防
国
吉よ

し
き敷
村
（
現
山
口
市
吉
敷
）
に
生
ま
れ
た（

（
（

。
吉
敷
は
毛
利
六
家
の
一
つ
吉
敷
毛
利
家
の
お
膝
元
で
、
家

臣
の
青
年
武
士
た
ち
は
宣
徳
隊
等
を
結
成
し
て
倒
幕
運
動
に
積
極
的
に
参
加
し
た
。

　

幼
い
成
瀬
も
そ
の
影
響
を
受
け
た
。
成
瀬
は
後
年
、「
私
も
男
の
一
匹
で
あ
っ
てA

m
bition

が
あ
っ
た
。（
中
略
）
大
に
志
を
立
て
ゝ
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瀬
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と
六
代
森
村
市
左
衛
門
（
片
桐
）

世
界
と
動
か
す
よ
ー
な
事
を
仕
た
い
と
思
ひ
ま
し
た
。」
と
語
っ
て
い
る（

（
（

。

　

成
瀬
は
山
口
県
教
員
養
成
所
（
現
・
山
口
大
学
教
育
学
部
）
を
卒
業
し
て
小
学
校
教
員
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
彼
のA

m
bition

を
満

足
さ
せ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
成
瀬
は
、
米
国
留
学
し
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
な
っ
て
帰
国
し
た
同
郷
の
先
輩
・
澤
山
保ぽ

う
ろ羅
と
再
会
し
、

そ
の
生
き
方
に
深
く
共
鳴
し
た
。
こ
れ
こ
そ
成
瀬
のA

m
bition

を
満
足
さ
せ
る
生
き
方
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
澤
山
牧
師
か
ら
キ
リ
ス
ト

教
の
洗
礼
を
受
け
、
彼
が
計
画
す
る
大
阪
の
梅
花
女
学
校
の
設
立
に
参
加
し
、
そ
の
主
任
教
員
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
成
瀬
は
牧
師
と
な
り
、
一
八
八
六
年
、
複
雑
な
キ
リ
ス
ト
教
事
情
を
抱
え
る
新
潟
に
赴
任
し
た
。
そ
こ
で
新
潟
女
学
校
を
設
立

す
る
一
方
、
北
越
学
館
事
件
で
内
村
鑑
三
と
対
立
し
た
。
こ
う
し
た
経
験
を
経
て
、
成
瀬
は
キ
リ
ス
ト
教
研
究
の
た
め
に
米
国
に
留
学
す

る
こ
と
を
決
意
し
た
。

　

一
八
九
一
年
一
月
、
ボ
ス
ト
ン
郊
外
の
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
に
入
学
し
た
成
瀬
は
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
Ｊ
・
タ
ッ
カ
ー
教
授
の
指
導

を
受
け
た
。
タ
ッ
カ
ー
は
、「
天
国
」
は
「
地
上
」
に
こ
そ
建
設
す
べ
き
だ
と
考
え
、
社
会
的
実
践
を
重
視
す
る
神
学
者
で
あ
っ
た
。
成

瀬
は
タ
ッ
カ
ー
の
も
と
で
、
近
代
科
学
を
受
容
し
て
進
化
論
を
認
め
、
聖
書
研
究
の
自
由
を
重
視
す
る
「
新
神
学
」
を
学
ん
だ
。

　

同
時
に
成
瀬
は
、
米
国
に
お
い
て
女
性
た
ち
が
、
生
き
生
き
と
活
躍
す
る
姿
に
注
目

し
、
大
学
に
入
学
す
る
数
の
多
さ
に
も
目
を
見
張
っ
た
。
こ
の
時
期
、
米
国
女
性
の
大

学
入
学
者
数
は
急
速
に
増
加
し
て
い
た
。
日
本
も
そ
う
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
成
瀬
は
女

子
大
学
創
設
の
固
い
決
意
を
胸
に
、
一
八
九
四
年
一
月
、
帰
国
し
た
。

　

し
か
し
そ
れ
は
、
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
成
瀬
が
日
本
女
子
大
学
の
開
校
に
漕
ぎ
つ

け
た
の
は
、
そ
の
七
年
後
、
一
九
〇
一
年
四
月
二
〇
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

【図 １】成瀬仁蔵
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七
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二　

森
村
市
左
衛
門
（
一
八
三
九
―
一
九
一
九
）

　

森
村
市
左
衛
門
は
、
江
戸
京
橋
の
馬
具
商
の
家
に
生
ま
れ
た（

（
（

。
成
瀬
仁
蔵
の
お
よ
そ

二
〇
歳
年
長
で
、
渋
沢
栄
一
（
一
八
四
〇
―
一
九
三
一
）、
大
隈
重
信
（
一
八
三
八
―

一
九
二
二
）、
福
澤
諭
吉
（
一
八
三
五
―
一
九
〇
一
）
ら
と
ほ
ぼ
同
年
齢
で
あ
る
。

　

森
村
家
の
当
主
は
、
代
々
市
左
衛
門
を
名
乗
っ
た
。
森
村
の
幼
名
は
市
太
郎
で
あ
る

が
、
一
八
九
四
年
、
六
代
当
主
と
な
っ
て
市
左
衛
門
を
襲
名
し
た
。

　

一
八
五
一
年
、
見
習
奉
公
に
出
た
。
五
五
年
に
は
安
政
大
地
震
で
新
築
家
屋
を
焼
失

す
る
な
ど
し
た
。
そ
う
し
た
森
村
の
一
大
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
一
八
五
九
年
の
横
浜

開
港
で
あ
っ
た
。
森
村
は
横
浜
で
外
国
商
品
を
買
入
れ
、
こ
れ
を
江
戸
で
売
る
商
売
を
始
め
た
の
で
あ
る
。

　

一
八
六
六
年
に
は
、
弟
豊
吉
（
の
ち
豊
と
改
名
）
を
英
語
学
習
の
た
め
福
澤
塾
（
の
ち
慶
應
義
塾
）
に
学
僕
と
し
て
入
塾
さ
せ
、
外
国

貿
易
に
も
対
応
で
き
る
準
備
を
始
め
た
。

　

一
八
七
三
年
、
洋
服
裁
縫
店
モ
リ
ム
ラ
・
テ
ー
ラ
ー
を
設
立
し
、
女
性
に
も
裁
縫
や
読
み
書
き
を
教
え
る
「
森
村
女
紅
場
」
を
テ
ー

ラ
ー
内
に
開
設
し
た
。
さ
ら
に
七
六
年
に
は
、
豊
と
森
村
組
を
創
立
し
、
豊
は
福
澤
諭
吉
の
勧
め
で
単
身
渡
米
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

日
本
か
ら
の
輸
入
品
を
扱
う
店
（
森
村
ブ
ラ
ザ
ー
ス
）
を
開
い
た
。
本
格
的
な
貿
易
商
の
誕
生
で
あ
る
。
や
が
て
義
弟
の
大
倉
孫
兵
衛
や
、

慶
應
義
塾
を
卒
業
し
た
村
井
保や

す

固か
た

が
、
福
澤
の
紹
介
で
こ
れ
に
参
加
し
た
。

　

森
村
組
は
順
調
に
発
展
し
小
売
業
か
ら
卸
売
業
へ
と
転
換
し
た
。
主
力
商
品
を
陶
磁
器
に
移
し
、
販
売
の
み
な
ら
ず
、
製
造
に
も
力
を

入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
洋
食
器
開
発
に
力
を
入
れ
、
一
九
〇
四
年
に
は
名
古
屋
市
則の

り

武た
け

に
日
本
陶
器
会
社
を
創
立
し
、
一
九
一
四

【図 ２】森村市左衛門
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日
本
女
子
大
学
創
立
者
・
成
瀬
仁
蔵
と
六
代
森
村
市
左
衛
門
（
片
桐
）

年
に
は
純
白
磁
器
の
完
成
に
成
功
し
た
。

　

今
日
よ
く
知
ら
れ
る
高
級
洋
食
器
の
ノ
リ
タ
ケ
や
、
衛
生
陶
器
の
東
洋
陶
器
（
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
）
は
も
と
よ
り
、
の
ち
に
そ
の
ラ
イ
バ
ル
と

な
っ
た
伊
奈
製
陶
（
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
）
の
事
業
も
ま
た
、
森
村
組
メ
ン
バ
ー
の
援
助
を
得
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
影
響
の
大
き
さ
に
、

驚
か
ざ
る
を
得
な
い
。

　

こ
の
間
、
一
八
九
九
年
六
月
、
長
男
・
明
六
が
死
去
し
、
七
月
、
森
村
組
経
営
の
中
心
を
担
う
弟
・
豊
が
急
逝
し
た
。
森
村
は
、
相
次

ぐ
二
人
の
死
の
哀
悼
の
た
め
一
九
〇
一
年
二
月
、
森
村
豊
明
会
を
設
立
し
た
。
後
述
の
よ
う
に
、
森
村
豊
明
会
は
、
日
本
女
子
大
学
と
深

く
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

三　

成
瀬
仁
蔵
と
森
村
市
左
衛
門
と
の
出
会
い

　

成
瀬
仁
蔵
の
忠
実
な
協
力
者
で
あ
っ
た
麻
生
正
蔵
は
、
成
瀬
が
、
大
隈
重
信
か
ら
森
村
市
左
衛
門
を
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
一
八
九
六
年

五
、
六
月
ご
ろ
で
あ
っ
た
、
と
証
言
し
て
い
る
。
そ
し
て
麻
生
に
よ
れ
ば
、「
本
校
開
設
前
に
は
故
人
（
森
村
・
片
桐
注
）
と
本
校
と
の

間
に
は
ま
だ
左
程
深
大
の
関
係
は
結
ば
れ
て
居
な
か
つ
た（

（
（

。」
と
言
う
。

　

日
本
女
子
大
学
校
の
創
立
活
動
を
事
細
か
に
記
録
し
た
「
創
立
事
務
所
日
誌
」（
一
八
九
六
・
七
・
一
七
起
）
に
森
村
の
名
前
が
初
め

て
登
場
す
る
の
は
、
一
八
九
七
年
八
月
九
日
で
あ
る
。

　

同
年
五
月
二
六
日
、
外
務
大
臣
を
務
め
る
大
隈
重
信
の
来
阪
を
受
け
て
、
中
の
島
ホ
テ
ル
で
日
本
女
子
大
学
校
創
立
第
二
回
発
起
人
会

が
開
か
れ
、
そ
の
夕
刻
、
第
二
回
創
立
披
露
会
が
開
催
さ
れ
て
成
瀬
、
大
隈
ら
の
演
説
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
の
記
録
『
女
子
教
育
演

説
』（
青
木
嵩
山
堂
、
一
八
九
七
年
八
月
）
を
贈
っ
た
「
発
起
人
賛
助
賛
成
人
等
」
と
し
て
、
森
村
の
名
前
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
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そ
の
後
成
瀬
は
、
資
金
の
協
力
を
求
め
て
、
何
度
も
森
村
家
を
訪
問
し
て
い
る
が
、
面
談
で
き
た
の
は
わ
ず
か
で
、
も
っ
ぱ
ら
「
不

在
」、
で
あ
っ
た
。

　

他
方
、
森
村
の
側
に
は
、
次
の
よ
う
な
回
想
が
あ
る
。

私
は
最
初
あ
の
人
か
ら
女
子
大
学
設
立
の
話
を
聞
い
た
時
は
余
り
動
か
さ
れ
な
か
つ
た
。
何
故
と
い
ふ
に
斯
う
い
ふ
事
を
遣
る
人
の

中
に
は
随
分
山
師
が
あ
る
。
唯
名
誉
の
為
め
と
か
、
又
是
で
金
儲
で
も
し
や
う
な
ど
ゝ
い
ふ
考
が
心
の
奥
に
潜
ん
で
居
る
者
が
随
分

あ
る
。
成
瀬
さ
ん
も
或
は
さ
う
い
ふ
人
で
な
い
か
知
ら
ん
と
思
つ
た
の
で
あ
つ
た（

（
（

。

　

森
村
の
「
不
在
」
は
、
居
留
守
を
使
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
、
な
ど
と
想
像
を
た
く
ま
し
く
し
て
み
た
く
も
な
る
の
で
あ
る
が
、
い
ず

れ
に
せ
よ
、
成
瀬
の
要
請
に
対
し
て
、
当
初
の
森
村
は
、
消
極
的
な
態
度
で
応
じ
た
、
と
い
う
の
は
事
実
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

四　

成
瀬
仁
蔵
と
森
村
市
左
衛
門
と
の
関
係
深
化

　

一
九
〇
一
年
四
月
二
〇
日
、
日
本
女
子
大
学
校
は
よ
う
や
く
開
校
に
至
っ
た
。

　

そ
の
二
か
月
前
、
期
せ
ず
し
て
、
森
村
豊
明
会
が
設
立
さ
れ
た
。
偶
然
と
は
言
え
、
両
者
の
時
期
が
重
な
っ
た
。

　

一
九
〇
一
年
九
月
一
七
日
、
森
村
は
、
千
円
寄
付
の
う
ち
第
一
回
分
と
し
て
「
金
壱
百
園
也
」
を
寄
付
し
た
（【
図
3
】）。
さ
ら
に
一

九
〇
二
年
九
月
二
二
日
に
、
森
村
豊
明
会
は
同
年
一
二
月
か
ら
一
九
〇
六
年
一
二
月
の
間
に
三
万
円
を
「
皆
納
」
す
る
こ
と
を
表
明
し
た

（【
図
4
】）。
こ
う
し
て
一
九
二
九
年
四
月
三
〇
日
調
の
記
録
に
よ
る
と
、
森
村
関
係
者
の
寄
付
は
、
成
瀬
没
後
に
募
っ
た
総
合
大
学
寄
付

金
を
除
い
て
も
、
森
村
豊
明
会
と
し
て
八
万
五
千
五
百
円
、
そ
れ
と
は
別
に
、
森
村
市
左
衛
門
、
森
村
開
作
（
次
男
）
親
子
で
十
二
万
円
、

森
村
豊
の
三
男
・
勇
が
一
万
二
百
円
、
森
村
市
左
衛
門
、
大
倉
孫
兵
衛
、
村
井
保
固
、
新
井
領
一
郎
の
連
名
で
三
万
円
、
さ
ら
に
、
大
倉
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【図 ３】『寄附金収入簿』1899.7-1923.3
（D0096.p13）

【図 ４】『日本女子大学校寄附金簿』
1899-1924（D2357・特別）

【図 ５】『資金トシテ千円以上寄附金調』
（1929.4.30調 D2109-2）

【図 ６】豊明寮と森村（『学報』第 １号口
絵写真）
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孫
兵
衛
と
妻
・
ナ
ツ
子
で
三
万
八
千
五
百
円
な
ど
の
、
多
き
に
達
し
た
（【
図
5
】）。
ま
た
大
倉
孫
兵
衛
の
義
孫
・
大
倉
邦
彦
も
一
九
一

八
年
九
月
三
〇
日
に
二
千
円
を
寄
付
し
て
い
る
（D

0096. p5

）。

　

こ
の
間
、
森
村
豊
明
会
は
、
一
九
〇
二
年
一
二
月
、
日
本
女
子
大
学
校
の
校
地
の
隣
地
を
租
借
し
て
、
豊
明
寮
と
名
づ
け
る
学
生
寮
一

棟
三
寮
（
東
・
中
・
西
）
を
新
築
し
、
一
七
日
開
寮
式
を
行
っ
た（

（
（

（【
図
6
】）。

　

成
瀬
に
対
す
る
認
識
の
変
化
を
、
森
村
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　
　

そ
れ
で
、
ま
あ
暫
く
様
子
を
見
や
う
と
思
ふ
て
、
そ
れ
と
な
く
能
く
注
意
し
て
居
つ
た
が
、
段
々
歳
月
を
経
る
に
従
つ
て
、
此
人
は

決
し
て
さ
う
で
は
な
い
、
実
に
誠
心
誠
意
、
心
底
か
ら
国
家
の
為
に
女
子
教
育
の
必
要
を
感
じ
謂
ゆ
る
已
む
に
已
ま
れ
ぬ
精
神
で
、

凡
べ
て
の
名
誉
利
欲
を
捨
て
ゝ
懸
つ
て
居
る
人
で
あ
る
こ
と
を
知
つ
た（

（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
成
瀬
と
森
村
と
の
関
係
は
、
そ
れ
ま
で
に
は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
、
深
化
し
て
い
っ
た
。

　

日
本
女
子
大
学
校
は
一
九
〇
四
年
四
月
一
〇
日
、
同
窓
組
織
・
桜
楓
会
を
結
成
し
て
第
一
回
総
会
を
開
き
、
会
員
た
ち
の
社
会
的
・
実

践
的
能
力
を
育
て
る
た
め
、
桜
楓
会
実
業
部
を
開
設
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
顧
問
と
し
て
森
村
の
就
任
を
要
請
し
た
。

　

成
瀬
は
、
森
村
を
実
業
部
顧
問
に
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、「
こ
の
女
子
大
学
の
如
き
も
広
く
委
員
方
の
賛
助
を
仰
ぐ
は
、
ま
た
多
く
の

委
員
方
の
品
性
を
も
加
へ
ん
と
の
意
な
り
。」
と
述
べ
た
う
え
で
、「
今
日
森
村
氏
に
接
す
る
折
を
え
た
る
吾
れ
等
は
、
会
に
、
個
人
に
森

村
氏
の
品
性
を
加
へ
ん
と
希
望
し
て
止
ま
ざ
る
な
り
。」
と
述
べ
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
続
け
た（

（
（

。

　
　

吾
れ
等
の
品
性
に
両
方
面
あ
り
、
即
ち
経
済
的
品
性
、
心
霊
的
品
性
な
り
。
こ
は
二
の
も
の
に
て
、
互
に
一
致
す
る
所
な
き
が
如
く

見
ゆ
る
も
、
実
は
二
に
あ
ら
ず
し
て
一
つ
な
り
、
真
の
品
性
は
、
こ
の
二
、
相
須ま

ち
て
こ
そ
始
め
て
完
全
な
る
も
の
と
い
ふ
べ
き
な

れ
、

　
「
経
済
的
品
性
」
と
「
心
霊
的
品
性
」
は
、
本
来
一
つ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
何
事
も
経
済
的
の
主
義
を
離
れ
て
は
、
真
の
品
性
に
達
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せ
ざ
る
な
り
。
さ
れ
ば
と
て
心
霊
的
を
離
る
れ
ば
所
謂
守
銭
奴
の
無
益
の
も
の
と
な
り
終
る
べ
し
」。
だ
か
ら
こ
そ
「
諸
子
は
森
村
氏
に

接
し
て
そ
の
心
霊
的
、
経
済
的
品
性
を
完
備
せ
ら
る
ゝ
点
に
鑑
み
て
、
各
自
補
ひ
、
養
ふ
所
あ
る
べ
し
。」
と
、
会
員
た
ち
に
呼
び
か
け

た
。

　

と
も
す
れ
ば
、
経
済
的
関
心
に
乏
し
く
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
蔑
視
す
る
こ
と
を
も
っ
て
「
上
品
」
と
考
え
が
ち
な
女
性
た
ち
に
向
か
っ

て
、
森
村
を
紹
介
し
な
が
ら
、「
経
済
的
品
性
の
必
要
」
を
訴
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
同
席
し
た
森
村
は
、「
凡
そ
事
は
実
な
く
し
て
価
を
求
め
ん
こ
と
は
愚
な
り
」
と
述
べ
、「
今
こ
の
校
の
生
徒
が
実
業
部

を
設
置
し
、
た
と
へ
親
よ
り
教
育
費
を
送
る
を
え
ぬ
も
の
も
、
自
ら
働
き
て
そ
の
費
を
え
ん
と
す
る
即
ち
自
給
の
道
を
開
く
と
き
く
は
、

誠
に
喜
こ
ば
し
き
こ
と
」
と
、
経
済
的
に
恵
ま
れ
ぬ
学
生
た
ち
を
も
励
ま
し
た（

（1
（

。

五　

教
育
学
部
開
設
へ
―
森
村
豊
明
会
の
全
面
的
支
援

　

成
瀬
と
森
村
と
の
関
係
が
、
さ
ら
に
深
く
な
る
重
要
な
契
機
は
、
一
九
〇
六
年
の
教
育
学
部
開
設
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
に
先
立
つ
一
九
〇
四
年
一
二
月
一
五
日
、
日
本
女
子
大
学
校
は
教
育
学
部
開
設
の
発
表
式
を
盛
大
に
行
っ
た
が
、
こ
の
時
の
演
説

で
成
瀬
は
、
夏
休
み
前
に
森
村
宅
を
訪
問
し
た
際
、
森
村
の
側
か
ら
あ
る
相
談
を
持
ち
か
け
ら
れ
た
、
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　
　

此
の
夏
休
み
の
前
に
一
日
私
は
森
村
君
を
木
挽
町
の
御
宅
に
尋
ね
ま
し
た
。
用
談
が
済
み
ま
し
て
か
ら
、
君
は
何
か
大
い
に
感
ず
る

処
が
あ
つ
て
、
改
め
て
、
私
に
話
さ
る
ゝ
に
、
実
は
私
か
ら
少
し
御
相
談
し
た
い
事
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
外
の
訳
で
は
な
い
が
、

私
の
既
に
此
の
世
を
去
つ
た
弟
並な

ら
びに
倅
の
今
日
迄
存
命
致
し
て
居
つ
た
な
ら
ば
、
何
か
御
国
の
た
め
に
尽
す
処
が
あ
る
で
あ
ろ
う
と

考
へ
る
に
つ
き
ま
し
て
、
其
の
紀
念
と
し
て
、
立
て
ゝ
あ
る
処
の
豊
明
会
に
或
る
財
産
を
有
し
て
居
る
が
、
何
か
国
家
の
急
務
と
も
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い
ふ
べ
き
処
の
事
業
の
為
に
、
此
の
資
を
投
じ
た
い
が
、
之
に
就
て
、
何
か
よ
い
考
は
あ
る
ま
い
か
、
願
く
ば
、
お
前
に
立
案
を
し

て
貰
ひ
た
い
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
お
話
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
は
充
分
に
熟
考
し
、
且
つ
調
査
研
究
し
た
後
に
、
御
答
へ
し
ま
し
や

う
と
申
し
て
お
別
れ
を
申
し
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

成
瀬
は
、
自
ら
の
案
を
、「
独
断
的
、
主
観
的
の
判
断
に
陥
ら
ぬ
様
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
ひ
」、
大
隈
重
信
、
渋
沢
栄
一
、
時
の

文
部
大
臣
久
保
田
譲
、
三
井
三
郎
助
、
岩
崎
弥
之
助
、
西
園
寺
公
望
ら
に
示
し
、
こ
れ
を
も
と
に
「
第
二
維
新
を
論
じ
我
国
教
育
の
宿
弊

に
及
ぶ
」
と
題
す
る
論
文
に
ま
と
め
、
発
表
し
た（

（1
（

。

　

論
文
標
題
に
言
う
「
第
二
維
新
」
と
は
、「
文
明
の
上う

は
ぎ衣
を
装
ふ（

（1
（

」
第
一
の
維
新
に
対
し
て
、
そ
の
「
上う
は
ぎ衣
」
を
着
る
人
間
を
育
て
る

た
め
の
改
革
を
意
味
す
る
語
と
し
て
、
成
瀬
が
し
ば
し
ば
使
っ
た
も
の
で
あ
る
。
成
瀬
は
、
一
九
〇
四
年
四
月
に
挙
行
さ
れ
た
第
一
回
卒

業
式
の
講
話
で
も
こ
の
語
を
使
い
、
男
性
の
手
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
第
一
の
維
新
に
対
し
て
、
第
二
の
維
新
は
女
性
た
ち
に
よ
っ
て
こ
そ

な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
、
卒
業
生
を
励
ま
し
た
の
で
あ
っ
た（

（1
（

。

　

成
瀬
に
よ
れ
ば
、
時
は
日
露
戦
争
下
で
あ
る
。
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
武
力
に
よ
る
戦
争
で
あ
る
。
し
か
し
「
戦
争
」
は
、
こ
れ

に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。「
世
界
的
商
工
業
の
戦
争
」「
知
力
的
戦
争
」「
天
然
（
自
然
・
片
桐
注
）
を
征
服
す
る
戦
争
」「
精
神
的
社

会
的
戦
争
」
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
戦
争
を
戦
う
人
間
を
育
成
す
る
た
め
に
は
、
根
本
的
な
教
育
改
革
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
の
方
策
と
し
て
成
瀬
が
主
張
す
る
の
は
、
次
の
七
点
で
あ
る
。

　

第
一
に
「
記
憶
に
依
頼
す
る
試
験
的
学
問
の
弊
」
を
改
め
、
第
二
に
「
形
式
的
、
抽
象
的
」
な
教
育
を
否
定
し
、
第
三
に
「
社
会
、
家

庭
、
学
校
を
連
絡
」
す
る
教
育
が
必
要
で
あ
り
、
第
四
に
「
選
択
の
自
由
、
研
究
の
自
由
」
が
重
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
第
五
に
、
こ
の

よ
う
な
教
育
の
た
め
に
は
「
研
究
的
私
立
学
校
を
組
織
」
す
べ
き
で
あ
り
、
第
六
に
、
教
育
に
対
し
て
積
極
的
に
資
金
が
投
じ
ら
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
そ
し
て
第
七
に
「
天
然
の
良
教
師
た
る
女
子
の
教
育
家
を
輩
出
」
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
し
て
成
瀬
は
、
日
本
女
子
大
学
校
に
教
育
学
部
を
設
置
す
る
必
要
を
訴
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
に
、
経
済
と
と
も
に
、
教
育
を
重
視
す
る
森
村
の
意
向
が
反
映
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

教
育
学
部
設
置
発
表
式
に
お
い
て
成
瀬
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
教
育
学
部
設
置
の
経
緯
を
詳
し
く
説
明
し
、
他
に　

大
隈
重
信
、
米
国

公
使
、
渋
沢
栄
一
、
久
保
田
譲
が
演
説
を
お
こ
な
っ
た
。

　

教
育
学
部
開
設
に
当
た
り
森
村
豊
明
会
は
、
校
舎
等
建
築
費
五
万
円
、
器
具
費
五
千
円
、
計
五
万
五
千
円
を
寄
付
し
た
が
、
同
会
か
ら
、

次
の
よ
う
な
書
面（

（1
（

が
大
学
宛
て
に
届
け
ら
れ
た
こ
と
も
紹
介
さ
れ
た
。

　
　

拜
啓

　
　

森
村
豊
明
会
員
な
る
下
名
等
は
兼
て
貴
校
の
教
育
事
業
に
同
情
し
、
曩
に
多
少
の
資
を
致
し
て
賛
助
の
意
を
表
し
候
処
、
刻
下
我
邦

前
古
木
曽
有
の
時
局
に
際
し
深
く
国
運
の
将
来
を
慮
か
り
候
時
は
、
我
等
国
民
が
講
究
経
営
す
べ
き
幾
多
の
事
業
前
途
に
横
は
り
候

得
共
、
就
中
国
民
教
育
の
基
礎
た
る
べ
き
女
子
教
育
の
今
一
層
有
効
切
実
な
ら
ん
事
を
望
む
も
の
に
有
之

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
且
つ
過
ぐ
る
日
、
帝
国

大
学
に
於
て
、
文
部
大
臣
に
賜
は
り
た
る
御
沙
汰
を
拜
し
て
転う

た

た
感
激
の
至
り
に
不
堪
、
此
の
際
聊
か
国
民
の
本
分
を
尽
し
度
思
考

罷
在
候
折
柄
、
貴
校
に
於
て
教
育
学
部
開
設
の
計
画
あ
り
、
其
の
主
義
方
針
と
せ
ら
る
る
所
に
関
し
下
名
等
に
示
さ
れ
た
る
貴
下
の

意
見
書
は
大
に
下
名
等
の
感
を
同
ふ
す
る
所
に
有
之
、
国
家
百
年
の
大
計
に
裨
補
あ
る
べ
き
を
信
じ
茲
に
別
紙
目
録
の
通
り
（
一
金

五
万
五
千
円
也
）
貴
校
に
寄
附
し
教
育
学
部
の
費
途
に
供
し
度
、
幸
に
貴
校
計
画
実
施
の
一
助
と
相
成
候
は
ゞ
下
名
等
の
深
く
満
足

4
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4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

す
る
所
に
御
座
候

4

4

4

4

4

4

4

、
右
得
貴
意
度
如
斯
御
座
候　

敬
具

　
　
　
　

明
治
三
十
七
年
十
一
月
廿
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
村
豊
明
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
村
市
左
衛
門　

森
村
勇　

大
倉
孫
兵
衛　

村
井
保
固　

新
井
領
一
郎　

広
瀬
実
栄
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『
大
倉
山
論
集
』
第
七
十
一
輯
　
令
和
七
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
井
義
三
郎　

諸
葛
小
弥
太

　

そ
し
て
同
じ
く
一
二
月
一
五
日
、
日
本
女
子
大
学
校
の
創
立
委
員
会
は
同
校
の
財
団
法
人
化
を
決
定
し
、
森
村
と
大
倉
孫
兵
衛
が
評
議

員
に
選
ば
れ
た
。
そ
し
て
森
村
は
、
渋
沢
栄
一
と
と
も
に
財
務
委
員
と
し
て
常
任
委
員
の
一
人
に
も
就
任
し
た（

（1
（

。

　

そ
の
二
日
後
、
一
二
月
一
七
日
に
行
わ
れ
た
豊
明
寮
落
成
三
周
年
の
記
念
日
に
お
い
て
森
村
は
、
自
ら
の
考
え
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
　

さ
き
に
こ
の
両
人
（
明
六
と
豊
・
片
桐
注
）
を
紀
念
せ
ん
が
為
め
豊
明
会
を
お
こ
し
集
め
た
る
金
員
を
以
て
、
永
く
両
人
の
霊
を
慰

め
ん
と
せ
り
、
然
れ
ど
も
寺
院
に
投
ず
る
が
如
き
は
故
人
の
志
に
あ
ら
ず
、
国
家
繁
栄
の
途
を
計
ら
ん
為
め
に
、
捧
げ
ん
と
思
ひ
し

折
り
柄
、
今
回
女
子
大
学
拡
張
の
挙
を
聞
き
、
喜
ん
で
こ
れ
を
投
ぜ
り
。
地
下
に
ま
た
両
人
手
を
携
へ
て
、
満
足
の
微
笑
を
も
ら
す

な
ら
ん
と
信
ず（

（1
（

。

　

さ
ら
に
翌
年
四
月
二
〇
日
、
卒
業
式
に
併
せ
て
開
か
れ
た
第
五
回
創
立
紀
念
式
兼
教
育
学
部
・
附
属
小
学
校
・
幼
稚
園
校
舎
及
び
図
書

館
（
兼
講
堂
）
の
定
礎
式
に
お
い
て
成
瀬
は
、「
こ
の
図
書
館
は
大
倉
孫
兵
衛
氏
の
主
唱
に
よ
り
、
同
氏
の
一
万
円
村
井
保
固
新
井
領
一

郎
森
村
市
左
衛
門
諸
氏
の
各
一
万
円
を
始
め
、
同
（
森
村
豊
明
会
・
片
桐
注
）
会
員
の
義
捐
金
に
な
る
も
の
に
し
て
、
建
築
費
、
図
書
費

等
、
凡
て
四
万
円
の
予
算
な
り
」
と
述
べ
、
し
か
し
そ
の
間
の
事
情
を
記
し
た
大
倉
孫
兵
衛
の
私
信
は
、
そ
の
意
に
よ
り
公
開
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
、
と
付
け
加
え
た（

（1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
成
瀬
と
森
村
、
あ
る
い
は
日
本
女
子
大
学
校
と
森
村
豊
明
会
と
の
関
係
は
、
ま
す
ま
す
強
固
に
な
っ
た
。

　

一
九
〇
五
年
八
月
、
森
村
が
米
国
旅
行
に
出
る
と
き
に
は
、
日
本
女
子
大
学
校
で
送
別
会
が
開
か
れ
、
出
発
に
際
し
て
は
、
桜
楓
会
会

員
が
品
川
駅
ま
で
見
送
っ
た
。
一
二
月
に
は
帰
国
歓
迎
会
が
開
か
れ
、「
森
村
評
議
員
歓
迎
会
唱
歌
」
が
作
ら
れ
た（

（1
（

。

　

翌
〇
六
年
四
月
に
は
豊
明
館
等
の
落
成
式
が
行
わ
れ
、
四
月
二
七
日
に
は
教
育
学
部
と
附
属
豊
明
小
学
校
・
幼
稚
園
の
開
校
式
が
行
わ

れ
た
。
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日
本
女
子
大
学
創
立
者
・
成
瀬
仁
蔵
と
六
代
森
村
市
左
衛
門
（
片
桐
）

【図 ７】豊明館全景・左図書館兼講堂、右教育学部校舎

【図 ８】教育学部校舎
【図 ９】図書館兼講堂

【図10】講堂内部（ ２階に書棚が）
【図11】附属豊明小学校・幼稚園
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『
大
倉
山
論
集
』
第
七
十
一
輯
　
令
和
七
年
三
月　

さ
ら
に
同
年
五
月
、
大
倉
孫
兵
衛
の
妻
ナ
ツ
の
寄
付
に
よ
り
、
正
門
と
道
路
を
挟
ん

だ
反
対
側
の
「
崋
山
寮
内
の
眺
望
の
殊
に
佳
な
る
地（

（2
（

」
に
、
幼
稚
園
、
小
学
校
児
童
の

た
め
の
幼
稚
寮
が
設
立
さ
れ
、
曙
寮
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
成
瀬
に
よ
れ
ば
、
条
件
に

よ
っ
て
は
、
家
庭
よ
り
も
こ
の
よ
う
な
寮
で
子
ど
も
を
育
て
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
っ

た（
（2
（

。

　

こ
の
五
月
に
は
、
落
成
し
た
豊
明
館
等
の
視
察
の
た
め
、
森
村
豊
明
会
の
メ
ン
バ
ー

が
続
々
日
本
女
子
大
学
校
を
訪
問
し
た
。
森
村
夫
妻
は
も
と
よ
り
、
村
井
保
固
夫
妻
、

大
倉
孫
兵
衛
等
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
様
子
を
報
じ
た
『
家
庭
週
報
』
六
〇
号
（
一
九
〇
六
・
五
・
一
二
）
は
、
さ
な

が
ら
森
村
豊
明
会
特
集
号
に
な
っ
た
。
冒
頭
に
「
美
は
し
き
団
体
、
森
村
豊
明
会
の
高

風
」
と
題
す
る
記
事
を
載
せ
、
豊
明
会
会
員
の
談
話
を
掲
載
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
森
村
は
「
一
体
私
が
こ
の
女
子
大
学
に
非
常
に
同
情
を
寄
す
る
の

は
、
外
で
は
な
い
、
成
瀬
校
長
の
熱
心
な
る
献
身
的
の
や
り
方
に
真
に
敬
服
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
精
神
と
我
が
豊
明
会
員
と
、

意
気
相
投
ず
る
か
ら
で
あ
る
。」
と
語
り
、
大
倉
孫
兵
衛
は
「
此
私
の
身
の
上
話
し
で
御
承
知
下
さ
る
様
、
無
学
の
者
も
十
二
三
の
時
の

理
想
か
ら
、
六
十
余
才
の
今
日
迄
理
想
は
次
第
に
進
歩
し
苟
も
理
想
を
た
つ
る
に
及
ん
で
は
決
し
て
達
し
え
ら
れ
ぬ
と
い
ふ
事
は
な
い
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。
と
か
く
御
婦
人
方
に
は
女
だ
か
ら
出
来
ぬ
。
女
だ
か
ら
す
べ
き
で
な
い
と
御
遠
慮
な
す
つ
て
自
分
の
理
想
丈

け
達
し
え
ぬ
人
が
あ
り
ま
す
か

（
マ
マ
）。
そ
の
様
な
弱
い
心
は
捨
て
ゝ
立
派
な
理
想
通
り
精
々
立
派
な
御
成
功
を
お
遂
げ
下
さ
る
様
に
希
望
い
た

し
ま
す
。」
と
語
り
、
さ
ら
に
村
井
保
固
は
「
私
は
学
問
上
の
こ
と
は
申
上
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
凡
て
の
学
問
以
外
、
今
の
三
つ
の
事
、
慈

【図12】幼稚寮（曙寮）
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日
本
女
子
大
学
創
立
者
・
成
瀬
仁
蔵
と
六
代
森
村
市
左
衛
門
（
片
桐
）

愛
（Love

）
至
誠
（T

ruth

）
美
（Beauty

）
と
い
ふ
こ
と
は
（
女
性
は
・
片
桐
注
）
男
子
よ
り
も
余
分
に
天
然
か
ら
授
か
つ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
宏
大
無
辺
の
賜
物
は
、
真
に
女
子
の
魂
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。」
と
語
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
成
瀬
は
、「
森
村
、
大
倉
、
村
井
諸
氏
の
如
き
は
、
自
ら
「
余
は
無
学
な
り
」
と
云
は
る
れ
ど
、
決
し
て
然
ら
ず
、
漢

学
の
素
養
は
深
き
上
に
、
常
に
読
書
に
於
て
も
、
研
究
を
怠
ら
ぬ
を
以
て
、
白
髪
を
戴
き
て
な
ほ
其
の
頭
は
新
進
の
気
に
充
ち
、
世
の
文

化
に
先
つ
と
も
後
る
ゝ
こ
と
な
し
。
こ
れ
決
し
て
、
無
学
に
あ
ら
ず
、
否
こ
れ
真
に
学
び
し
人
な
り
。」
と
そ
の
人
柄
を
称
え
た（

（2
（

。

六　

森
村
市
左
衛
門
と
日
本
女
子
大
学
校

　

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
女
子
大
学
校
と
森
村
市
左
衛
門
と
の
関
係
は
ま
す
ま
す
深
く
な
り
、
そ
れ
は
私
的
な
領
域
に
ま
で
及
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
。

　

一
九
〇
八
年
一
二
月
、
森
村
市
左
衛
門
が
古
稀
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、『
家
庭
週
報
』
一
六
八
号
（
一
九
〇
八
・
一
二
・
五
）
は
、

「
森
村
市
左
衛
門
翁
の
古
稀
の
賀
」
と
い
う
記
事
を
掲
載
し
、
そ
の
業
績
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
祝
賀
の
会
が
、「
徒
ら
に
佳
肴
珍

味
を
連
ね
、
管
弦
を
弄
び
、
多
数
の
人
が
集
ま
つ
て
陽
気
に
騒
ぐ
を
以
て
、
能
事
と
な
す
が
如
き
軽
佻
浮
華
の
傾
き
あ
る
」
も
の
で
は
な

く
、「
質
実
な
る
賀
莛
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
報
じ
た（

（2
（

。

　

そ
し
て
翌
週
の
『
家
庭
週
報
』
一
六
九
号
（
一
九
〇
八
・
一
二
・
一
二
）
に
は
「
余
が
七
十
年
間
に
苦
戦
し
て
得
た
る
賜
物
並
に
予
の

女
子
教
育
主
義
」
と
題
す
る
森
村
の
談
話
を
掲
載
し
た
。
そ
こ
で
森
村
は
、「
私
の
望
む
良
妻
賢
母
は
、
た
ゞ
に
針
仕
事
を
し
た
り
、
お

菜
拵
ら
へ
し
た
り
、
小
使
帳
を
つ
け
た
り
、
子
供
の
世
話
を
し
た
り
す
る
丈
け
で
は
な
く
、
も
つ
と
進
ん
だ
良
妻
賢
母
で
あ
る
。」
と
語

り
、「
世
間
に
は
往
々
高
等
教
育
に
反
対
す
る
人
が
あ
る
が
、
男
子
で
あ
ら
う
が
、
女
子
で
あ
ら
う
が
、
世
界
第
一
の
人
間
を
作
ら
な
い
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『
大
倉
山
論
集
』
第
七
十
一
輯
　
令
和
七
年
三
月

で
ど
う
し
や
う
か
。
人
類
が
与
ふ
丈
け
の
知
識
と
体
格
と
徳
望
と
を
備
へ
る
事
を
望
ま
ぬ
人
が
あ
る
で
あ
ら
う
か
。
我
れ
我
れ
は
女
子
教

育
が
も
つ
と
高
ま
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
へ
る
。」
と
、
女
子
高
等
教
育
に
関
す
る
見
解
を
述
べ
た（

（2
（

。

　

一
九
一
〇
年
六
月
、
森
村
夫
妻
の
金
婚
式
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
式
の
翌
日
、
遠
く
米
国
等
か
ら
も
参
集
し
た
豊
明
会
会
員
を
女
子
大

学
校
に
招
き
、
豊
明
館
の
講
堂
で
祝
賀
会
を
開
い
た（

（2
（

。
　

他
方
森
村
は
、
日
露
戦
争
後
、
女
子
高
等
教
育
へ
の
進
学
者
は
む
し
ろ
減
少

す
る
と
い
う
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
女
子
大
学
校
を
支
援
す
る
た
め
に
、
同
年
八

月
六
日
か
ら
一
〇
日
間
、
成
瀬
や
渋
沢
栄
一
と
と
も
に
、
北
越
地
方
へ
の
講
演

旅
行
に
参
加
し
た
。

　

成
瀬
に
よ
れ
ば
「
森
村
さ
ん
は
出
立
の
二
、
三
日
前
か
ら
頭
痛
に
悩
み
、
其

の
上
井
上
子
爵
逝
去
の
報
に
接
し
て
大
い
に
心
を
傷
め
て
居
ら
れ
た
の
で
、

（
令
息
森
村
開
作
氏
夫
人
は
井
上
子
爵
令
嬢
な
り
）
私
は
ど
う
か
と
深
く
気
遣

つ
た
が
、
な
に
行
く
と
云
つ
て
水
嚢
を
戴
い
て
出
立
さ
れ
た
様
な
次
第
で
あ
つ

た（
（2
（

」。

　

森
村
は
、「
私
共
は
女
子
の
高
等
教
育
が
、
必
ず
其
の
効
力
あ
る
事
を
信
じ

て
、
都
合
が
出
来
ま
す
な
ら
ば
、
日
本
全
国
を
巡
回
し
、
女
子
教
育
の
必
要
を

知
ら
せ
、
私
共
も
智
を
広
め
て
行
き
度
い
と
存
じ
て
居
り
ま
す（

（2
（

。」
と
語
っ
た
。

　

こ
の
北
越
講
演
旅
行
の
講
演
内
容
は
、
こ
れ
に
同
行
し
た
日
本
女
子
大
学
校

幹
事
・
塘
茂
太
郎
の
編
集
で
、『
女
子
教
育
問
題
』
と
題
す
る
文
書
に
ま
と
め

【図13】森村夫妻の金婚式祝賀のため来校時の写真（『家庭』第
２巻第 ８号1910.7.1）
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日
本
女
子
大
学
創
立
者
・
成
瀬
仁
蔵
と
六
代
森
村
市
左
衛
門
（
片
桐
）

ら
れ
た（

（2
（

。

　

翌
一
一
年
五
月
に
行
わ
れ
た
創
立
一
〇
周
年
記
念
の
関
西
講
演
会
に
も
、
森
村
は
、
渋
沢
、
成
瀬
と
と
も
に
参
加
し
た
。

　

こ
う
し
て
森
村
は
、
機
会
に
応
じ
、
し
ば
し
ば
日
本
女
子
大
学
校
に
来
校
し
て
、
自
ら
の
体
験
や
所
感
を
述
べ
る
講
話
を
、
学
生
た
ち

に
お
こ
な
っ
た
。
す
で
に
紹
介
し
た
も
の
を
含
め
、
判
明
す
る
限
り
の
も
の
を
列
挙
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
「
森
村
市
左
衛
門
氏
の
講
話
」（『
家
庭
週
報
』
三
号
、
一
九
〇
四
・
七
・
二
三
）

　
　
「
森
村
市
左
衛
門
氏
の
談
片
」（
同
、
一
三
号
、
一
九
〇
四
・
一
二
・
一
〇
）

　
　
「
豊
明
会
の
由
来　

森
村
市
左
衛
門
氏
の
談
」（
同
、
一
四
号
、
一
九
〇
四
・
一
二
・
三
一
）

　
　
「
森
村
市
左
衛
門
氏
の
談
片
」（
同
、
二
八
号
、
一
九
〇
五
・
七
・
一
五
）

　
　
「
三
月
の
旅
行
」（
同
、
四
二
号
、
一
九
〇
五
・
一
二
・
一
）

　
　
「
豊
明
会
員
の
談
（
一
）
森
村
市
左
衛
門
氏
の
談
」（
同
、
六
〇
号
、
一
九
〇
六
・
五
・
一
二
）

　
　
「
余
が
七
十
年
間
に
苦
戦
し
て
得
た
る
賜
物
並
に
予
の
女
子
教
育
主
義
」（
同
、
一
六
九
号
、
一
九
〇
八
・
一
二
・
一
二
）

　
　
「
人
と
な
れ
高
き
を
践
め
」（
同
、
一
八
五
号
、
一
九
〇
九
・
五
・
一
）

　
　
「
油
断
な
く
進
め　

斯
る
強
き
人
と
な
れ
」（
桜
楓
会
総
会
に
於
て
）（『
花
紅
葉
』
七
号
、
一
九
〇
九
・
六
・
一
〇
）

　
　
「
古
稀
を
越
へ
し
私
が
年
一
年
と
健
康
に
な
り
若
返
る
訳
」（『
桜
楓
会
通
信
』
第
三
〇
号
、
一
九
一
〇
・
六
・
二
五
）

　
　
「
精
神
に
寿
命
を
与
ふ
る
は
長
寿
の
秘
訣
」（『
家
庭
』
第
二
巻
第
八
号
、
一
九
一
〇
・
七
・
一
）（
右
と
同
趣
旨
）

　
　
「
信
越
地
方
旅
行
中
実
際
に
見
聞
し
た
る
教
育
の
結
果
」（『
桜
楓
会
通
信
』
第
三
二
号
、
一
九
一
〇
・
九
・
二
五
）

　
　
「
諸
子
に
は
重
大
な
る
責
任
あ
り
」（『
花
紅
葉
』
九
号
、
一
九
一
一
・
五
・
二
四
）

　
　
「
殺
す
な
無
駄
を
す
る
な
」（『
桜
楓
会
通
信
』
第
四
一
号
、
一
九
一
二
・
二
・
五
）
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「
戦
に
勝
つ
人
」（『
家
庭
週
報
』
二
一
九
号
、
一
九
一
三
・
四
・
一
八
）
卒
業
式
で
の
講
話

　
　
「
人
間
を
つ
く
れ
」（
同
、
二
二
七
号
、
一
九
一
三
・
六
・
一
三
）

　
　
「
座
談
数
言
（
一
）」（
同
、
二
四
二
号
、
一
九
一
三
・
一
〇
・
一
〇
）

　
　
「
座
談
数
言
（
二
）」（
同
、
二
四
三
号
、
一
九
一
三
・
一
〇
・
一
七
）

　
　
「
国
民
個
々
の
覚
悟
」（
同
、
二
八
九
号
、
一
九
一
四
・
一
〇
・
一
六
）

　
　
「
不
老
の
元
気
」（
同
、
三
〇
〇
号
、
一
九
一
五
・
一
・
一
）

　
　
「
卒
業
し
て
行
く
人
々
に
・
教
育
あ
る
婦
人
の
責
任
」（
同
、
三
一
一
号
、
一
九
一
五
・
三
・
二
六
）

　
　
「
再
び
卒
業
生
に
・
教
育
あ
る
婦
人
の
責
任
」（
同
、
三
一
二
号
、
一
九
一
五
・
三
・
一
二
）

　
　
「
婦
人
の
自
覚
・
桜
楓
会
名
古
屋
支
部
会
に
て
」（
同
、
三
三
五
号
、
一
九
一
五
・
一
〇
・
一
）

　
　
「
婦
人
の
自
覚
を
俟
つ
・
桜
楓
会
名
古
屋
支
部
会
に
於
て
」（
同
、
三
三
六
号
、
一
九
一
五
・
一
〇
・
八
）

　
　
「
人
間
の
一
念
は
成
就
せ
ざ
る
事
な
し
」（
同
、
四
一
六
号
、
一
九
一
七
・
五
・
一
一
）

　
　
「
人
間
の
一
念
は
成
就
せ
ざ
る
事
な
し
」（
同
、
四
一
七
号
、
一
九
一
七
・
五
・
一
八
）

　
　
「
卒
業
せ
ん
と
す
る
人
々
に
（
一
）
～
（
三
）」（
同
、
四
五
五
―
四
五
七
号
、
一
九
一
八
・
二
・
二
二
―
三
・
八
）

　
　
「
新
し
き
光
を
仰
げ
」（
同
、
四
六
四
号
、
一
九
一
八
・
四
・
二
六
）

　
　
「
君
の
昇
天
を
送
る
」（
同
、
五
〇
八
号
、
一
九
一
九
・
三
・
二
一
）

　
　
「
あ
ま
り
に
偉
大
に
し
て
語
る
能
は
ず
」（
一
九
一
九
・
四
・
二
〇
成
瀬
仁
蔵
追
悼
会
に
て
『
成
瀬
先
生
追
懐
録
』
三
二
〇
頁
）

　
　
「
神
の
心
を
知
れ
」（『
家
庭
週
報
』
五
一
六
号
、
一
九
一
九
・
五
・
一
六
）

　

最
後
の
文
章
で
森
村
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。



51

日
本
女
子
大
学
創
立
者
・
成
瀬
仁
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私
が
先
生
か
ら
受
け
た
感
化
は
実
に
偉
大
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
し
て
有
難
い
事
に
は
私
の
心
と
先
生
の
心
と
よ
く
一
致
し
た

や
う
に
思
ひ
ま
し
た
が
、
先
生
も
矢
張
り
さ
う
思
は
れ
た
さ
う
で
、
お
か
し
な
事
を
い
ふ
や
う
だ
が
あ
な
た
と
私
と
は
以
前
は
兄
弟

4

4

4

4

4

か
或
は
親
子
で
ゞ
も
あ
つ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
な
ど
ゝ
い
は
れ
た
事
も
あ
り
ま
し
た（

（2
（

。

七　

森
村
市
左
衛
門
死
去
（
一
九
一
九
・
九
・
一
一
）

　

一
九
一
九
年
三
月
四
日
、
成
瀬
仁
蔵
は
、
満
五
九
歳
で
逝
っ
た
。
そ
の
半
年
後
、
九
月
一
一
日
に
、
後
を
追
う
よ
う
に
、
森
村
市
左
衛

門
も
逝
っ
た
。
満
七
九
歳
で
あ
っ
た
。

　

同
年
一
一
月
一
一
日
、
日
本
女
子
大
学
校
は
、
豊
明
館
の
講
堂
で
「
故
評
議
員
森
村
男
爵
追
悼
会
」
を
開
い
た
。
そ
の
様
子
を
、
一
一

月
二
一
日
刊
行
の
『
家
庭
週
報
』
は
、「
故
森
村
男
爵
追
悼
号
」
と
し
て
詳
し
く
報
じ
た
。

　

成
瀬
校
長
の
後
任
と
し
て
第
二
代
校
長
に
就
任
し
た
麻
生
正
蔵
は
追
悼
の
辞
を
述
べ
、「
故
人
が
私
共
に
対
し
て
如
何
な
る
事
を
期
待

さ
れ
て
居
た
か
は
、
そ
の
談
話
、
演
説
、
特
に
家
庭
週
報
に
記
載
さ
れ
て
居
る
故
人
の
意
見
に
徴
す
れ
ば
、
そ
の
大
体
を
窺
ふ
事
が
出
来

ま
す
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
第
一
に
故
人
は
婦
人
に
対
す
る
理
解
あ
る
同
情
者
で
あ
つ
た
の
み
な
ら
ず
、
実
に
婦
人
の
偉
大
な
る
可
能
力

を
確
信
し
て
居
ら
れ
た
の
で
あ
つ
て
、
従
つ
て
婦
人
に
対
す
る
期
待
も
亦
大
で
あ
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
」「
故
人
は
偏
狭
極
ま
る
時
代
後

れ
の
賢
母
良
妻
主
義
を
盲
信
す
る
も
の
で
な
く
、
社
会
の
各
方
面
に
於
て
婦
人
の
適
所
に
そ
の
適
材
を
発
揮
す
べ
き
を
当
然
で
あ
る
と
せ

ら
れ
た
」
と
、
森
村
の
先
進
的
な
女
性
観
を
紹
介
し
、
そ
の
業
績
を
称
え
た（

（3
（

。

　

こ
の
他
、
当
日
は
、
大
隈
重
信
「
卓
越
し
た
る
人
格
者
」、
渋
沢
栄
一
「
国
家
と
い
ふ
一
念
の
み
」
な
ど
の
追
悼
の
辞
が
述
べ
ら
れ
、

ま
た
、『
家
庭
週
報
』
同
号
に
は
、
大
倉
孫
兵
衛
「
女
子
教
育
に
熱
心
な
森
村
さ
ん
」、
法
華
津
孝
治
「
幼
時
か
ら
今
日
迄
の
森
村
男
爵
」、
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広
瀬
実
栄
「
森
村
男
爵
の
人
格
を
追
慕
し
て
」、
山
下
亀
三
郎
「
男
爵
の
教
訓
を
本
と
し
て
」
な
ど
の
追
悼
文
が
寄
せ
ら
れ
た（

（3
（

。

　

大
倉
、
法
華
津
、
広
瀬
は
、
森
村
の
同
志
で
あ
り
、
山
下
汽
船
で
知
ら
れ
る
山
下
亀
三
郎
は
、
同
郷
の
村
井
保
固
の
紹
介
で
大
倉
孫
兵

衛
や
森
村
に
私
淑
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
他
に
柳
八
重
子
「
観
音
経
を
誦
せ
ら
れ
た
母
君
」、
桜
楓
会
名
古
屋
支
部
Ｋ
子
「
愛
知
教
会
に
於
け
る
故
森
村
翁
記
念
会
の
日
」

な
ど
の
文
が
寄
せ
ら
れ
た（

（3
（

が
、
彼
女
ら
は
日
本
女
子
大
学
校
卒
業
生
、
即
ち
森
村
が
深
く
期
待
を
寄
せ
た
桜
楓
会
会
員
で
あ
っ
た
。

　

な
お
『
家
庭
週
報
』
は
、
一
九
二
二
年
一
二
月
一
七
日
に
、
評
議
員
だ
っ
た
大
倉
孫
兵
衛
が
死
去
し
た
と
き
に
は
、
二
回
に
わ
た
っ
て

そ
の
事
績
を
詳
し
く
紹
介
し（

（3
（

、
さ
ら
に
孫
兵
衛
の
義
孫
・
大
倉
邦
彦
が
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
を
建
設
し
た
と
き
は
、
そ
の
訪
問
記
事
を
、

二
回
に
わ
た
り
連
載
し
た（

（3
（

。

　

日
本
女
子
大
学
校
と
森
村
豊
明
会
と
の
関
係
は
、
成
瀬
や
森
村
の
死
後
も
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に
―
成
瀬
仁
蔵
と
森
村
市
左
衛
門
を
結
び
つ
け
た
も
の

　

前
引
の
よ
う
に
、「
私
が
先
生
か
ら
受
け
た
感
化
は
実
に
偉
大
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。」
と
、
森
村
は
語
り
、
他
方
成
瀬
は
「
あ
な
た

と
私
と
は
以
前
は
兄
弟
か
或
は
親
子
で
ゞ
も
あ
つ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
語
っ
た
と
い
う（

（3
（

。
こ
の
よ
う
に
、
両
者
を
結
び
つ
け
た
も

の
は
何
か
。

　

以
下
、
こ
れ
ま
で
の
記
述
を
も
踏
ま
え
、
四
点
に
わ
た
っ
て
検
討
し
た
い
。

①
女
性
観
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日
本
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・
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仁
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と
六
代
森
村
市
左
衛
門
（
片
桐
）

　

森
村
が
、
自
分
の
主
張
す
る
良
妻
賢
母
は
、
家
の
中
に
閉
じ
こ
も
っ
て
、
た
だ
「
針
仕
事
」
を
し
た
り
、「
お
菜
」
を
作
っ
た
り
、「
小

使
帳
」
を
つ
け
た
り
、「
子
ど
も
の
世
話
」
を
す
る
だ
け
で
は
な
い
、「
も
っ
と
進
ん
だ
良
妻
賢
母
」
で
あ
る
、
と
述
べ
た
こ
と
は
す
で
に

紹
介
し
た（

（3
（

。

　

他
方
、
成
瀬
の
主
張
す
る
女
性
観
は
、「
天
職
」
を
持
つ
女
性
で
あ
っ
て
、
良
妻
賢
母
は
、
あ
く
ま
で
も
そ
の
一
つ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

こ
の
点
で
両
者
の
良
妻
賢
母
観
は
重
な
り
合
う
。

　

成
瀬
は
、
米
国
留
学
中
に
「
女
性
の
領
域
」（W

om
an’s Sphere

）
と
い
う
概
念
を
学
ん
だ
。
そ
れ
は
ホ
ー
ム
を
作
る
こ
と
を
第
一

に
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
様
々
な
社
会
貢
献
活
動
に
も
従
事
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
当
時
の
米
国
で
主
張
さ
れ
た

「
共
和
国
の
母
」（Republican M

otherhood

）
論
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
っ
た（

（3
（

。

　
「
共
和
国
の
母
」
論
と
は
、
森
村
が
、「
女
子
が
一
家
を
整
理
し
、
子
女
を
教
育
す
る
と
い
ふ
事
は
将
来
の
国
民
国
家
の
基
礎

4

4

4

4

4

4

4

を
作
る
の

で
之
れ
は
女
子
の
天
職
で
あ
る（

（3
（

。」
と
述
べ
、
ま
た
「
婦
人
は
実
に
国
民
の
母

4

4

4

4

で
あ
り
、
同
時
に
国
民
救
済
者
の
責
任
者
で
あ
り
ま
す
、

婦
人
の
中
で
も
殊
に
高
等
教
育
を
受
け
た
人
々
に
、
此
の
責
任
が
最
も
か
ゝ
る
所
で
あ
り
ま
す
ま
い
か
」「
ど
う
ぞ
今
後
は
女
子
大
学
が

根
と
な
つ
て
、
社
会
改
良
、
婦
人
改
善
の
実
が
挙
げ
て
戴
き
度
い（

（3
（

。」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

　

ど
の
程
度
自
覚
的
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
森
村
も
ま
た
、
当
時
米
国
で
主
張
さ
れ
た
「
共
和
国
の
母
」
論
を
、
米
国
と
の
交

流
の
中
で
、
体
験
的
に
身
に
着
け
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

②
人
間
観

　

成
瀬
が
、
学
生
た
ち
に
向
か
っ
て
「
森
村
氏
に
接
し
て
そ
の
心
霊
的
、
経
済
的
品
性

4

4

4

4

4

を
完
備
せ
ら
る
ゝ
点
に
鑑
み
て
、
各
自
補
ひ
、
養

ふ
所
あ
る
べ
し（

（4
（

。」
と
述
べ
、「
森
村
君
が
五
十
年
間
に
養
ひ
来
さ
れ
た
経
済
的
品
性

4

4

4

4

4

は
、
此
桜
楓
会
の
品
性
と
な
り
、
桜
楓
会
の
魂
と
な
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つ
て
、
仮
令
森
村
君
が
死
ん
で
も
、
限
り
な
く
此
の
桜
楓
会
の
大
き
な
木
と
共
に
身
体
と
精
神
も
発
達
し
て
行
く
も
の
で
あ
る（

（4
（

。」
と
、

森
村
の
「
経
済
的
品
性
」
を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
。

　

森
村
は
学
生
た
ち
に
向
か
っ
て
、「
誠
に
労
働
は
神
聖

4

4

4

4

4

に
し
て
、
独
立
自
営

4

4

4

4

の
尊
き
境
遇
に
遊
ぶ
を
う
べ
し
。
ま
し
て
女
子
に
於
て
、

た
と
へ
大
学
卒
業
後
と
て
も
、
下
女
同
様
、
襷
が
け
に
働
か
ば
い
か
に
周
囲
の
人
の
刺
激
と
な
り
、
模
範
と
な
り
う
べ
き
か
。
そ
の
感
化

は
実
に
予
想
の
外
な
る
べ
し（

（4
（

。」
と
述
べ
た
。

　

森
村
の
「
経
済
的
品
性
」
は
、「
労
働
」
を
神
聖
な
も
の
と
と
ら
え
、「
独
立
自
営
」
を
良
し
と
す
る
、
い
わ
ば
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
な
人

間
観
に
根
ざ
し
て
い
た
、
と
も
言
え
る
。

　

森
村
は
、「
一
朝
国
家
に
事
あ
る
に
当
り
て
は
、
君
国
の
為
め
潔
く
一
命
を
抛
つ
て
顧
ざ
る
勇
士
は
輩
出
せ
る
に
、
何
故
、
農
工
商
の

為
め
、
一
命
を
抛
つ
の
勇
士
乏
し
き
か（

（4
（

。」
と
現
状
を
憂
い
、「
私
は
商
売
人
で
あ
り
ま
す
か
ら
常
に
深
く
感
ず
る
の
は
経
済
と
云
ふ
事
で

あ
り
ま
す（

（4
（

。」
と
、
経
済
人
に
ふ
さ
わ
し
い
矜
持
を
語
っ
た
。

　

森
村
の
人
間
観
は
、
経
済
人
と
し
て
の
、「
経
済
重
視
」
の
考
え
方
に
根
ざ
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。

③
国
家
観

　

森
村
は
、「
何
故
に
米
国
は
斯
く
の
如
く
非
常
に
進
歩
を
致
し
た
の
で
せ
う
か
。
国
民
の
自
由

4

4

4

4

4

、
こ
れ
が
主
な
る
原
因
で
あ
り
ま
す
ま

い
か（

（4
（

。」
と
語
っ
た
。

　

森
村
の
こ
の
よ
う
な
認
識
は
、
米
国
と
の
交
流
を
通
し
て
得
た
米
国
認
識
と
、
海
外
に
眼
を
向
け
た
、
広
い
国
際
的
視
野
に
基
づ
く
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
森
村
は
、「
私
は
世
界
各
国
の
話
を
聞
い
て
、
日
本
の
国
民
が
益
々
覚
醒
し
世
界
の
大
勢
に
眼
を
注
ぎ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
大
に
進

ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
感
じ
を
一
層
強
め
ら
れ
ま
し
た（

（4
（

。」
と
も
語
っ
た
。
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こ
れ
は
、
前
述
の
「
共
和
国
の
母
」
論
と
も
通
底
す
る
。

　

森
村
の
こ
の
よ
う
な
国
家
観
は
、
女
子
高
等
教
育
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
国
際
標
準
で
考
え
よ
う
と
し
た
成
瀬
の
国
家
観
と
、

ま
っ
た
く
重
な
る
も
の
で
あ
る
。

④
宗
教
観

　

以
上
の
よ
う
な
人
間
観
や
国
家
観
は
、
二
人
に
共
通
す
る
宗
教
観
に
根
ざ
し
て
い
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
森
村
は
「
そ
う
思
ひ
ま
す

と
今
自
分
の
財
産
と
思
ふ
所
の
も
の
も
皆
神
の
力

4

4

4

で
出
来
上
つ
た
財
産
で
あ
れ
ば
、
従
つ
て
自
分
一
個
人
の
も
の
で
は
な
い
。
若
し
も
国

家
の
為
め
に
入
用
が
あ
れ
ば
何
時
で
も
是
れ
を
捧
げ
る
と
い
ふ
こ
と
は
当
然
の
事
で
あ
る
と
自
然
に
考
へ
ら
る
る
や
う
に
な
り
ま
し
た（

（4
（

。」

と
語
り
、
さ
ら
に
、「
私
欲
の
凡
て
か
ら
離
れ
て
犠
牲
の
精
神
に
充
ち
た
時
尊
い
霊
の
光
り

4

4

4

4

が
仄
に
見
え
る
の
で
あ
り
ま
す（

（4
（

。」
と
語
っ
た
。

　

森
村
に
よ
れ
ば
、「
実
に
宗
教
と
い
ふ
も
の
は
宏
大
な
力
が
あ
る
も
の
で
あ
り
ま
す（

（4
（

。」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

森
村
は
、
当
初
仏
教
を
信
じ
た
が
、
晩
年
に
キ
リ
ス
ト
教
に
転
じ
、
洗
礼
も
受
け
た
。
そ
の
一
方
で
森
村
は
、
松
村
介
石
が
、
キ
リ
ス

ト
教
を
超
え
た
東
西
融
合
の
宗
教
を
め
ざ
し
て
創
始
し
た
道ど

う

会
を
支
援
し
た
。
松
村
介
石
は
、
共
に
、
澤
山
保
羅
か
ら
洗
礼
を
受
け
た
成

瀬
の
兄
弟
子
と
い
う
べ
き
人
物
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
森
村
は
、
成
瀬
が
、
姉
崎
正
治
や
渋
沢
栄
一
と
始
め
た
帰
一
協
会
を
も
積
極
的
に
支
援
し
た
。
道
会
や
帰
一
協
会
を
支
援
し
た

の
は
、
大
倉
孫
兵
衛
も
同
様
で
あ
る（

（5
（

。
彼
ら
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
基
本
に
し
つ
つ
、
そ
れ
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
よ
り
広
い
宗
教
観
を
持
っ

て
い
た
、
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
た
。

　

成
瀬
仁
蔵
と
森
村
市
左
衛
門
は
、
開
国
と
明
治
維
新
に
よ
っ
て
一
気
に
世
界
の
荒
波
の
漕
ぎ
出
し
た
日
本
を
、
世
界
の
潮
流
に
取
り
残
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さ
れ
る
こ
と
な
く
、
世
界
の
中
の
日
本
と
し
て
、
国
際
的
視
野
の
も
と
で
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
そ
の
よ
う
な
国
家
を
支
え
る
国
民
の
育
成
が
必
要
で
あ
り
、
開
か
れ
た
視
野
と
精
神
を
持
つ
女
性
の
力
が
必
要
だ
っ

た
。

　

健
全
な
国
家
の
創
造
を
願
い
、
成
瀬
は
、
国
語
の
改
良
の
必
要
を
訴
え
、
場
合
に
よ
っ
て
は
国
字
に
、
ロ
ー
マ
字
を
採
用
す
べ
き
だ
と

提
案
し
て
、「
ロ
ー
マ
字
ひ
ろ
め
会
」
の
活
動
に
熱
心
に
参
加
し
た
。
こ
の
会
は
、
日
本
女
子
大
学
校
の
有
力
な
支
援
者
で
あ
っ
た
西
園

寺
公
望
が
初
代
会
頭
に
、
大
隈
重
信
が
名
誉
会
頭
に
就
任
し
た
も
の
だ
っ
た
。
森
村
も
ま
た
、
渋
沢
栄
一
と
と
も
に
、「
ロ
ー
マ
字
ひ
ろ

め
会
」
の
有
力
な
財
政
的
支
援
者
だ
っ
た
こ
と
は
、
今
日
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
最
後
に
付
言
し
て
お
き
た
い
。

（
著
者
付
記
）
写
真
は
、
明
記
し
た
も
の
以
外
は
日
本
女
子
大
学
成
瀬
記
念
館
所
蔵
で
あ
る
。

（
編
者
付
記
）
本
稿
は
、
令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
五
月
十
八
日
の
大
倉
山
講
演
会
に
お
け
る
「
日
本
女
子
大
学
創
立
者
・
成
瀬
仁
蔵
と

森
村
市
左
衛
門
」（
横
浜
市
大
倉
山
記
念
館
ホ
ー
ル
）
の
講
演
内
容
に
、
加
筆
修
正
を
加
え
て
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

注（
１
）　
『
成
瀬
仁
蔵
著
作
集
人
名
索
引
』（
日
本
女
子
大
学
女
子
教
育
研
究
所
、
一
九
九
三
年
）。

（
２
）　

成
瀬
仁
蔵
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
拙
著
『
評
伝
・
成
瀬
仁
蔵
―
女
子
高
等
教
育
か
ら
「
社
会
改
良
」
へ
―
』（
風
間
書
房
、
二
〇
二
一
年
、
日
本
女

子
大
学
創
立
一
二
〇
周
年
記
念
出
版
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
３
）　

成
瀬
仁
蔵
「
桜
楓
会
ニ
テ
」（
一
九
〇
五
年
一
一
月
一
二
日
）『
日
本
女
子
大
学
校
長
成
瀬
仁
蔵
先
生
述
・
実
践
倫
理
講
話
筆
記
・
明
治
三
十
七
・

三
十
八
年
度
ノ
部
』（
日
本
女
子
大
学
成
瀬
記
念
館
、
二
〇
〇
九
年
）
一
四
〇
頁
。
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日
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女
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立
者
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瀬
仁
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と
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森
村
市
左
衛
門
（
片
桐
）

（
４
）　

森
村
市
左
衛
門
に
つ
い
て
は
、
砂
川
幸
雄
『
森
村
市
左
衛
門
の
無
欲
の
生
涯
』（
草
思
社
、
一
九
八
八
年
）、
大
森
一
宏
『
森
村
市
左
衛
門
―
通
商

立
国
日
本
の
担
い
手
―
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
八
年
）
の
ほ
か
、
森
村
自
身
の
自
伝
的
回
想
で
あ
る
森
村
市
左
衛
門
述
・
井
上
泰
岳
編

『
独
立
自
営
』（
実
業
之
日
本
社
、
一
九
一
二
年
、
の
ち
に
「
完
全
復
刻
版
・
明
治
経
営
名
著
集
」
の
一
冊
と
し
て
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
・
雄
松
堂
書

店
よ
り
一
九
七
八
年
に
刊
行
）
が
あ
る
。
ま
た
、
森
村
の
談
話
を
ま
と
め
た
著
作
も
多
い
。
な
お
本
稿
と
関
連
し
た
論
考
と
し
て
、
福
永
郁
雄

「
森
村
市
左
衛
門
と
森
村
豊
明
会
」（
川
添
登
・
山
岡
義
典
編
著
『
日
本
の
企
業
家
と
社
会
文
化
事
業
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
八
七
年
、
所

収
）
が
あ
る
。

（
５
）　

麻
生
正
蔵
「
故
男
爵
森
村
評
議
員
を
悼
む
の
辞
」（『
家
庭
週
報
』
五
四
二
号
、
一
九
一
九
・
一
一
・
二
一
）。

（
６
）　

前
掲
注
４
『
独
立
自
営
』
一
九
九
頁
。
砂
川
幸
雄
・
前
掲
書
一
七
八
―
一
七
九
頁
参
照
。

（
７
）　
「
校
報
・
校
内
記
事
」（『
学
報
』
第
一
号
、
一
九
〇
三
・
七
、
一
六
三
頁
）
中
村
政
雄
編
『
日
本
女
子
大
学
校
四
拾
年
史
』（
日
本
女
子
大
学
校
、

一
九
四
二
年
）
四
四
四
頁
。

（
８
）　

前
掲
注
４
『
独
立
自
営
』
二
〇
〇
頁
。
砂
川
幸
雄
・
前
掲
書
一
七
九
―
二
〇
〇
頁
参
照
。

（
９
）　

成
瀬
仁
蔵
「
経
済
的
品
性
の
必
要
」（『
家
庭
週
報
』
三
号
、
一
九
〇
四
・
七
・
二
三
）。

（
10
）　
「
森
村
市
左
衛
門
氏
の
講
話
」（
同
右
）。

（
11
）　
「
成
瀬
校
長
の
演
説
」（『
家
庭
週
報
』
一
四
号
、
一
九
〇
四
・
一
二
・
三
一
）。

（
12
）　

成
瀬
仁
蔵
「
第
二
維
新
を
論
じ
我
国
教
育
の
宿
弊
に
及
ぶ
」（『
学
報
』
第
四
号
、
一
九
〇
四
・
一
二
）

（
13
）　

教
育
学
部
開
設
発
表
式
を
特
集
で
報
じ
た
前
掲
『
家
庭
週
報
』
一
四
号
の
冒
頭
に
掲
載
さ
れ
た
「
第
二
維
新
の
曙
光
」
と
題
す
る
論
説
。
執
筆
者

は
不
明
で
あ
る
が
、
成
瀬
の
意
を
受
け
た
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

（
14
）　

ち
な
み
に
成
瀬
は
、
そ
の
後
、
一
九
〇
九
年
一
月
一
日
の
『
家
庭
週
報
』
一
七
一
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
今
後
五
十
年
の
大
勢
如
何
」
と
題
す
る
年

頭
の
辞
で
、
前
年
一
〇
月
に
出
さ
れ
た
戊
申
詔
書
の
意
を
敷
衍
し
て
「
第
一
維
新
」
と
「
第
二
維
新
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
な
お
こ
の
談
話

は
一
九
一
一
年
に
実
業
之
日
本
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
進
歩
と
教
育
』
に
、「
吾
人
の
使
命
」
と
題
し
て
収
録
さ
れ
た
。
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（
15
）　

前
掲
注
11
「
成
瀬
校
長
の
演
説
」
傍
点
片
桐
、
以
下
同
様
。

（
16
）　

前
掲
注
７
『
日
本
女
子
大
学
校
四
拾
年
史
』
一
二
七
頁
。

（
17
）　

森
村
市
左
衛
門
談
「
豊
明
会
の
由
来
」（
前
掲
『
家
庭
週
報
』
一
四
号
）。

（
18
）　

成
瀬
仁
蔵
「
卒
業
生
諸
子
に
別
れ
を
告
げ
併
せ
て
本
校
の
略
歴
現
状
の
報
告
を
述
ぶ
」（『
家
庭
週
報
』
二
二
号
、
一
九
〇
五
・
四
・
二
九
）

（
19
）　
「
森
村
評
議
員
歓
迎
会
唱
歌
」（『
家
庭
週
報
』
四
三
号
、
一
九
〇
五
・
一
二
・
一
六
）。

（
20
）　
「
日
本
女
子
大
学
校
記
事
・
幼
稚
舎
の
設
立
」（
同
右
）。

（
21
）　

成
瀬
仁
蔵
談
「
幼
稚
舎
設
立
に
就
て
」（『
家
庭
週
報
』
五
一
号
、
一
九
〇
六
・
二
・
二
四
）。
こ
の
文
章
は
若
干
改
訂
の
上
「
児
童
教
育
と
幼
稚

寮
」
と
題
し
前
掲
『
進
歩
と
教
育
』
に
収
録
さ
れ
た
。
な
お
幼
稚
寮
は
入
寮
児
童
が
少
な
か
っ
た
た
め
一
九
一
三
年
に
閉
寮
し
た
（
日
本
女
子
大

学
創
立
百
年
史
編
纂
委
員
会
『
日
本
女
子
大
学
学
園
事
典
―
創
立
一
〇
〇
年
の
軌
跡
―
』（
日
本
女
子
大
学
、
二
〇
〇
一
年
）
三
三
七
頁
）。

（
22
）　

成
瀬
仁
蔵
「
無
言
の
感
化
」『
家
庭
週
報
』
六
〇
号
、
一
九
〇
六
・
五
・
一
二
。
な
お
こ
の
談
話
は
前
掲
『
成
瀬
仁
蔵
著
作
集
』
に
は
収
録
さ
れ
て

い
な
い
。

（
23
）　
「
質
実
な
る
賀
莛
・
森
村
市
左
衛
門
翁
の
古
稀
の
賀
」（『
家
庭
週
報
』
一
六
八
号
、
一
九
〇
八
・
一
二
・
五
）。

（
24
）　

森
村
市
左
衛
門
「
余
が
七
十
年
間
に
苦
戦
し
て
得
た
る
賜
物
並
に
予
の
女
子
教
育
主
義
」（『
家
庭
週
報
』
一
六
九
号
、
一
九
〇
八
・
一
二
・
一
二
）。

（
25
）　

そ
の
様
子
は
『
桜
楓
会
通
信
』
第
三
〇
号
（
一
九
一
〇
・
六
・
二
五
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
26
）　

成
瀬
仁
蔵
「
北
越
に
於
け
る
女
子
教
育
奨
励
の
巡
回
講
演
」（『
桜
楓
会
通
信
』
第
三
二
号
附
録
、
一
九
一
〇
・
八
）。

（
27
）　

森
村
市
左
衛
門
「
信
越
地
方
旅
行
中
実
際
に
見
聞
し
た
る
教
育
の
結
果
」（『
桜
楓
会
通
信
』
第
三
二
号
、
一
九
一
〇
・
九
・
二
五
）。

（
28
）　

塘
茂
太
郎
編
『
女
子
教
育
問
題
』（
精
美
堂
、
一
九
一
一
年
五
月
）。

（
29
）　

森
村
市
左
衛
門
「
神
の
心
を
知
れ
」（『
家
庭
週
報
』
五
一
六
号
、
一
九
一
九
・
五
・
一
六
）。

（
30
）　

前
掲
注
５
「
故
男
爵
森
村
評
議
員
を
悼
む
の
辞
」。

（
31
）　

同
右
。
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成
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仁
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と
六
代
森
村
市
左
衛
門
（
片
桐
）

（
32
）　

同
右
。

（
33
）　
「
日
本
女
子
大
学
校
評
議
員
大
倉
孫
兵
衛
翁
の
略
歴
」（『
家
庭
週
報
』
六
四
六
―
六
四
七
号
、
一
九
二
二
・
一
・
一
三
、
一
・
二
〇
）。

（
34
）　
「
大
倉
山
に
落
成
し
た
精
神
文
化
の
殿
堂
」（『
家
庭
週
報
』
一
一
二
五
―
一
一
二
六
号
、
一
九
三
二
・
四
・
二
二
、
四
・
二
九
）。

（
35
）　

前
掲
注
29
「
神
の
心
を
知
れ
」。

（
36
）　

前
掲
注
24
「
余
が
七
十
年
間
に
苦
戦
し
て
得
た
る
賜
物
並
に
予
の
女
子
教
育
主
義
」。

（
37
）　

成
瀬
の
女
性
観
に
つ
い
て
は
前
掲
『
評
伝
・
成
瀬
仁
蔵
』
の
各
所
で
論
じ
た
が
、
と
り
あ
え
ず
第
八
章
「「
女
性
の
領
域
」（W

om
an’s Sphere

）

と
女
子
高
等
教
育
―
米
国
で
の
模
索
―
」
と
終
章
の
一
「
女
性
観
―
「
天
職
」
の
あ
る
女
性
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
38
）　

森
村
市
左
衛
門
「
人
と
な
れ
高
き
を
践
め
」（『
家
庭
週
報
』
一
八
五
号
、
一
九
〇
九
・
五
・
一
）。

（
39
）　

森
村
市
左
衛
門
「
諸
子
に
は
重
大
な
る
責
任
あ
り
」（『
花
紅
葉
』
九
号
、
一
九
一
一
・
五
・
二
四
）。

（
40
）　

前
掲
注
９
「
経
済
的
品
性
の
必
要
」。

（
41
）　

前
掲
注
11
「
成
瀬
校
長
の
演
説
」。

（
42
）　
「
森
村
市
左
衛
門
氏
の
談
片
」（『
家
庭
週
報
』
二
八
号
、
一
九
〇
五
・
七
・
一
五
）。

（
43
）　
「
森
村
市
左
衛
門
氏
の
談
片
」（『
家
庭
週
報
』
一
三
号
、
一
九
〇
四
・
一
二
・
一
〇
）。

（
44
）　

森
村
市
左
衛
門
「
戦
に
勝
つ
人
」（『
家
庭
週
報
』
二
一
九
号
、
一
九
一
三
・
四
・
一
八
）
卒
業
式
で
の
講
話
。

（
45
）　

森
村
市
左
衛
門
「
三
月
の
旅
行
」（『
家
庭
週
報
』
四
二
号
、
一
九
〇
五
・
一
二
・
一
）。

（
46
）　

森
村
市
左
衛
門
「
殺
す
な
無
駄
を
す
る
な
」（『
桜
楓
会
通
信
』
第
四
一
号
、
一
九
一
二
・
二
・
五
）。

（
47
）　

森
村
市
左
衛
門
「
国
民
個
々
の
覚
悟
」（『
家
庭
週
報
』
二
八
九
号
、
一
九
一
四
・
一
〇
・
一
六
）。

（
48
）　

森
村
市
左
衛
門
「
卒
業
し
て
行
く
人
々
に
・
教
育
あ
る
婦
人
の
責
任
」（『
家
庭
週
報
』
第
三
一
一
号
、
一
九
一
五
・
三
・
二
六
）。

（
49
）　

森
村
市
左
衛
門
「
卒
業
せ
ん
と
す
る
人
々
に
（
三
）」（『
家
庭
週
報
』
第
四
五
七
号
、
一
九
一
八
・
三
・
八
）。

（
50
）　

星
原
大
輔
「
世
の
為
に
田
を
耕
す
～
大
倉
家
三
代
の
生
き
方
～
―
第
三
十
八
回
研
究
所
資
料
展
の
報
告
を
兼
ね
て
―
」『
大
倉
山
論
集
』
第
六
五
輯



60

『
大
倉
山
論
集
』
第
七
十
一
輯
　
令
和
七
年
三
月

（
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
九
年
）。


